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『
江
戸・
東
京
の
川
＝
中
央
区
の
川
』（  ）十四

◇
楓

か
え
で

川が
わ

は
海
岸
線
だ
っ
た

　

中
央
区
役
所
前
の
三
吉
橋
の
下
を
走
る

首
都
高
速
都
心
環
状
線
。
そ
の
先
の
東
京

高
速
道
路
会
社
線
と
合
流
す
る
地
点
か
ら

江
戸
橋
ジ
ャ
ン
ク
シ
ョ
ン
の
間
は
、
か
つ

て
楓
川
が
流
れ
て
い
ま
し
た
。
川
跡
を
多

く
の
車
が
行
き
交
う
現
在
の
姿
に
な
っ
た

の
は
、わ
ず
か
五
十
数
年
前
の
こ
と
で
す
。

　

こ
の
シ
リ
ー
ズ
で
説
明
し
て
き
た
と
お

り
、
家
康
が
江
戸
入
り
し
た
当
時
は
本
郷

台
地
の
南
に
江
戸
前
島
と
い
う
半
島
状
の

低
地
が
続
い
て
い
ま
し
た
。
そ
の
西
側
は

日
比
谷
入
江
の
内
海
。
東
側
は
海
で
、
海

岸
線
が
の
ち
の
楓
川
の
河
岸
地
に
あ
た
り

ま
す
。

　

現
在
で
は
想
像
す
ら
で
き
ま
せ
ん
が
、

八
丁
堀
・
新
川
地
区
一
帯
は
、
江
戸
の
初

期
に
造
成
さ
れ
た
埋
立
地
。
埋
め
残
さ
れ

て
で
き
た
水
路
が
、
今
回
と
り
あ
げ
る
楓

川
（
海
運
橋
川
・
材
木
町
川
と
も
俗
称
）

で
す
。

◇
新
し
い
埋
立
地
を
つ
く
る

　

慶
長
八
（
一
六
〇
三
）
年
か
ら
同
十
一

年
の
天
下
普
請
で
、
江
戸
湊
の
役
割
を
果

た
し
て
い
た
日
比
谷
入
江
が
埋
め
立
て
ら

れ
ま
し
た
。
そ
し
て
新
た
に
整
備
さ
れ
た

「
湊
」
が
、
当
時
の
日
本
橋
川
河
口
部
付
近

で
江
戸
橋
の
下
流
に
あ
た
り
ま
す
。
そ
の

後
、
こ
の
河
口
部
付
近
を
足
場
に
し
て
埋

立
て
・
造
成
さ
れ
た
の
が
八
丁
堀
地
区
や

霊
岸
島
一
帯
で
し
た
。

　

八
丁
堀
地
区
の
古
い
町
名
に
、北
島
町
・

竹
島
町
・
亀
島
町
・
永
島
町
と
「
島
」
の

字
が
つ
く
町
名
が
多
く
あ
っ
た
こ
と
か
ら

も
、
埋
立
て
前
は
寄
洲
（
島
）
の
多
い
湿

地
帯
だ
っ
た
こ
と
が
想
像
さ
れ
ま
す
。

　

楓
川
は
慶
長
十
七
（
一
六
一
二
）
年
に

江
戸
橋
下
流
を
起
点
と
す
る
運
河
と
し
て

整
備
さ
れ
ま
し
た
。
西
岸
沿
い
に
材
木
町

が
起
立
し
、
材
木
河
岸
（
原
材
料
の
木
材

の
荷
揚
場
）が
成
立
。
北
側
の
対
岸
に
は
、

す
で
に
慶
長
十
（
一
六
〇
五
）
年
に
は
綾

部
藩
主
九
鬼
家
が
上
屋
敷
を
拝
領
し
て
い

ま
す
。

　

寛
永
九
（
一
六
三
二
）
年
の
『
武
州
豊

嶋
郡
江
戸
庄
図
』（
以
下
『
寛
永
江
戸
図
』）

を
見
る
と
、
東
岸
沿
い
に
北
か
ら
向
井
将

監
（
現
・
日
本
橋
兜
町
辺
り
）、
向
井
右
衛

門
、
間
宮
虎
之
助
、
九
鬼
長
門
下
屋
敷
、

大
濱
民
部
、
小
笠
原
安
藝
か
ら
松
平
中
務

中
屋
敷
、
島
田
弾
正
下
屋
敷
な
ど
が
続
い

て
い
ま
す
。

　

彼
ら
の
役
職
は
御お

船ふ
な

手て

（
幕
府
の
水
軍

の
関
係
者
）
で
、
江
戸
湊
に
出
入
り
す
る

船
舶
の
監
視
や
八
丁
堀
の
埋
立
地
に
移
転

し
て
き
た
寺
町
を
取
り
締
ま
る
た
め
に
配

置
さ
れ
た
の
で
す
。

　

こ
の
寺
町
の
成
立
過
程
を
み
ま
す
と
、

時
代
は
前
後
し
ま
す
が
慶
長
十
六
（
一
六

一
一
）
年
八
月
に
実
相
寺
以
下
二
四
寺
が

八
丁
堀
に
移
転
。
こ
れ
以
降
、
八
丁
堀
周

辺
は
寺
地
を
中
心
に
埋
立
て
が
進
め
ら
れ

ま
し
た
（『
東
京
市
史
稿
・
市
街
篇
』）。
そ

の
後
の
元
和
期
（
一
六
一
五
～
二
四
年
）

や
寛
永
期
（
一
六
二
四
年
～
）
に
入
っ
て

か
ら
も
、
次
々
と
寺
院
が
起
立
し
、『
寛
永

江
戸
図
』
で
は
四
三
も
の
寺
院
を
数
え
て

い
ま
す
。
つ
ま
り
寺
院
が
集
中
し
起
立
し

た
と
い
う
こ
と
は
、
当
時
は
ま
だ
武
家
地

や
町
人
地
に
も
適
さ
な
い「
新
開
の
場
所
」

だ
っ
た
こ
と
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
ら
の
寺
院
は
、
寛
永
十
二
（
一
六
三

五
）
年
五
月
に
芝
と
浅
草
に
移
転
を
命
じ

ら
れ
、
明
暦
三
（
一
六
五
七
）
年
の
大
火
後

に
は
八
丁
堀
地
区
か
ら
姿
を
消
す
こ
と
に

な
り
、
跡
地
の
市
街
地
化
が
進
み
ま
す
。

◇
進
む
沖
合
の
埋
立
て

　

八
丁
堀
地
区
の
北
東
沖
合
に
、
雄ゆ
う

誉よ

霊れ
い

厳が
ん

上し
ょ
う

人に
ん

が
霊
厳
寺
を
創
建
し
た
の
は
寛
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永
元
（
一
六
二
四
）
年
の
こ
と
。
こ
の

辺
り
一
帯
の
埋
立
地
の
造
成
が
進
む
一

方
、
元
和
六
（
一
六
二
〇
）
年
に
は
箱

崎
地
区
の
南
側
に
新
し
い
水
路
が
開

削
・
整
備
さ
れ
、
日
本
橋
川
が
亀
島
川

の
流
路
か
ら
、
現
在
の
流
路
に
付
け
替

え
ら
れ
ま
し
た
。

　

寛
永
三
（
一
六
二
六
）
年
に
隅
田
川

河
口
部
に
石
川
島
が
築
島
さ
れ
、
船ふ
な

手て

頭か
し
ら

石
川
八
郎
左
衛
門
政
次
が
拝
領
。同

十
二
（
一
六
三
五
）
年
八
月
に
は
八
丁

堀
北
側
に
山
王
御
旅
所
や
薬
師
堂
が
建

立
さ
れ
、
一
帯
の
市
街
地
化
が
進
行
し

て
い
ま
す
。

◇
九
本
の
船
入
堀
が
開
削

　

楓
川
が
運
河
と
し
て
整
備
さ
れ
た
慶

長
十
七
年
に
、「
八
町
舟
入
」（
八
町
堀
＝

桜
川
）も
造
ら
れ
、八
丁
堀
地
区
や
鉄
砲

洲
一
帯
の
埋
立
て
が
進
行
し
ま
す
。

　

同
時
期
に
日
本
橋
川
と
京
橋
川
と
の

間
に
、楓
川
か
ら
外
濠
へ
連
絡
す
る「
九

本
」
の
船
入
堀
が
開
削
さ
れ
ま
し
た
。

江
戸
湊
に
海
上
輸
送
さ
れ
た
江
戸
城
築

城
用
の
石
材
等
を
揚
陸
す
る
た
め
の
水

路
で
す
。
鈴
木
理
生
氏
は
「
こ
の
う
ち

の
何
本
か
は
道
三
堀
と
平
行
す
る
形
で

日
比
谷
入
江
に
通
じ
て
い
た
と
思
わ
れ

る
」
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　
『
寛
永
江
戸
図
』に
、通
り
町
筋（
現
・

中
央
通
り
）
の
手
前
と
通
り
を
越
え
て

外
濠
ま
で
つ
づ
く
大
・
小
九
本
の
船
入

堀
が
描
か
れ
て
い
ま
す
。
材
木
町
一
丁

目
と
二
丁
目
の
間
、
二
丁
目
と
三
丁
目

の
間
と
材
木
町
の
町
境
ご
と
に
入
堀
が

掘
ら
れ
、
そ
の
な
か
で
最
大
の
入
堀
が

五
丁
目
と
六
丁
目
の
間
に
掘
ら
れ
た
水

路
＝
紅
葉
川
（
※
）
で
し
た
。

※�

紅も
み
じ葉
川が
わ

（
現
・
八
重
洲
通
り
）

　

�

江
戸
前
島
東
岸
と
八
丁
堀
の
間
の
埋

め
残
さ
れ
た
水
路
は
、
楓
川
と
名
付

け
て
い
ま
す
。楓
が
紅こ
う

葉よ
う

す
る
と「
も

み
じ
」、
逆
に
「
も
み
じ
」
は
楓
の
代

名
詞
で
も
あ
り
ま
す
。
楓
川
と
紅
葉

川
の
二
つ
の
水
路
は
、
一
体
の
関
係

に
あ
っ
た
こ
と
を
物
語
る
洒
落
た
命

名
だ
っ
た
の
で
す
。

　

そ
し
て
紅
葉
川
の
他
に
水
路
が
二

本
、
直
接
外
濠
に
連
絡
し
て
い
ま
し
た
。

延
宝
七
（
一
六
七
九
）
年
刊
の
『
江え

戸ど

方ほ
う

角が
く

安あ
ん

見け
ん

図ず

鑑か
ん

』
に
、
北
か
ら
三
本
目
「
大

工
町
の
広
こ
う
じ
」、
五
本
目
「
中
橋
の

広
小
路
」、
七
本
目
に
は
「
長
崎
町
の
広

こ
う
ぢ
」
が
描
か
れ
て
い
ま
す
が
、こ
の

「
広
小
路
」
の
原
形
は
水
路
で
し
た
。

　

こ
れ
ら
の
水
路
は
江
戸
城
の
完
成
と

と
も
に
、
紅
葉
川
だ
け
を
残
し
て
元
禄

三
（
一
六
九
〇
）
年
ま
で
に
埋
め
立
て

ら
れ
、
音
羽
町
・
小
松
町
・
福
島
町
・

正
木
町
・
松
川
町
・
常
盤
町
が
起
立
。

最
後
ま
で
残
っ
て
い
た
紅
葉
川
の
東
側

水
路
も
、
弘
化
二
（
一
八
四
五
）
年
三

月
に
は
埋
め
立
て
ら
れ
て
新し
ん

肴さ
か
な

場ば

請

負
地
（
町
人
地
）
と
な
り
、
中
橋
と
紅

葉
川
と
い
う
地
名
だ
け
を
残
し
て
姿
を

消
し
ま
し
た
。

　
『
江
戸
方
角
安
見
図
鑑
』に
は
楓
川
西

側
の
本
材
木
町
七
丁
目
と
同
八
丁
目
沿

い
の
河
岸
地
に
は
「
石
屋
」、
東
側
の
向

井
将
監
邸
か
ら
小
笠
原
備
後
邸
沿
い
の

河
岸
地
に
は
「
御
舟
く
ら
」「
御
ふ
な
く明治九年 東京全図

楓

川
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ら
」
と
あ
り
、
両
岸
が
物
揚
場
と
し
て

利
用
さ
れ
て
い
た
こ
と
が
分
か
り
ま

す
。

◇�

楓
川
周
辺
に
は
材
木
関
連
の
町

が
集
ま
っ
た

　

楓
川
と
外
濠
川
と
の
あ
い
だ
に
は
、

材
木
に
関
係
す
る
町
名
（
職
人
町
）
が

多
か
っ
た
の
が
大
き
な
特
徴
で
す
。
中

橋
広
小
路
の
北
側
に
上
槇
町
と
下
槇

町
、
東
側
に
は
北
槇
町
、
南
槇
町
と
富

槇
町
。「
マ
キ
」は
真
木
＝
柾ま
さ

目め

の
と
お

っ
た
、
も
っ
と
も
良
質
の
木
材
と
い
う

意
味
。
大お

鋸が

町
の
「
大
鋸
」
は
槇
を
製

材
す
る
縦
引
き
用
鋸の
こ
ぎ
りの
こ
と
で
、大
鋸

で
引
い
た
木
材
の
断
面
が
柾
目
に
な
り

ま
す
。
檜ひ

物も
の

町
の
「
檜
物
」
と
は
、
檜

の
真
木
を
柾
目
に
沿
っ
て
「
へ
い
」（
へ

ぐ
＝
剥
ぐ
、
薄
く
剥
が
す
、
む
く
と
い

う
意
味
）
で
「
ま
げ
も
の
」
に
し
た
も

の
の
こ
と
で
、
祭
器
や
食
器
な
ど
が
そ

の
ひ
と
つ
。

　

正
木
町
も
槇
の
町
。
榑く
れ

正ま
さ

町
の「
榑
」

も
真
木
を
「
へ
い
」
だ
薄
板
の
こ
と
で
、

建
築
材
料
と
し
て
使
用
さ
れ
ま
し
た
。

桶
町
の
「
桶
」
の
場
合
は
柾
目
の
と
お

っ
た
サ
ワ
ラ
の
真
木
が
主
流
で
、
檜
物

よ
り
も
っ
と
厚
く
「
へ
い
」
だ
も
の
で

す
。
酒
樽
は
杉
を
使
い
ま
し
た
が
、
桶

町
で
は
棺
桶
も
造
っ
て
い
た
と
い
い
ま

す
。
建
設
業
の
中
心
だ
っ
た
元
大
工
町

と
南
大
工
町
、
製
品
に
漆
を
か
け
る
職

人
町
の
塗
師
町
や
南
鞘
町
、
箔
屋
町
も

並
ん
で
い
ま
し
た
。

◇
明
治
・
大
正
期
の
楓
川

　
『
東
京
府
志
料
』（
明
治
七
年
編
纂
、

以
下
『
府
志
料
』）
に
、
海
運
橋
川
筋
と

し
て
「
日
本
橋
川
筋
よ
り
京
橋
川
筋
に

至
る
横
堀
な
り
。
西
岸
は
錦
町
・
本
材

木
町
一
・
二
丁
目
、
本
材
木
町
三
丁
目

な
り
。
東
岸
は
坂
本
町
・
三
代
町
・
松

屋
町
一
・
二
丁
目
、
高
代
町
な
り
。
延

長
一
四
町
四
四
間
（
約
一
六
〇
六
ｍ
）・

幅
凡
一
八
間
（
約
三
三
ｍ
）、
小
舟
を
通

す
」
と
あ
り
ま
す
。
舟
筏
「
押
送
船
二

九
艘
、
伝
馬
船
六
艘
、
伝
馬
造
茶
船
一

四
、
茶
船
一
二
艘
、
似
土
船
五
艘
、
日

除
船
八
艘
、
水
船
一
艘
、
漁
船
二
艘
」

の
合
計
七
七
艘
と
あ
り
、
楓
川
は
舟
運

が
盛
ん
だ
っ
た
こ
と
が
分
か
り
ま
す
。

　

楓
川
は
、
明
治
十
六
（
一
八
八
三
）

年
十
月
五
日
、
東
京
府
の
府
達
で
「
日

本
橋
区
元
四
日
市
町
よ
り
海
運
橋
・
新

場
橋
・
京
橋
区
久
安
橋
・
松
幡
橋
を
経

て
弾
正
橋
に
至
る
」
水
路
が
、
俗
称
か

ら
正
式
名
称
に
な
り
ま
し
た
。

　

大
正
十
（
一
九
二
一
）
年
三
月
の
河

川
航
通
調
査
で
、
楓
川
は
「
日
本
橋
区

本
材
木
河
岸
よ
り
京
橋
区
柳
町
ま
で
、

延
長
六
六
七
間
（
約
一
二
一
四
ｍ
）、
幅

員
最
広
二
〇
・
一
間
（
約
三
六
・
六
ｍ
）、

幅
員
最
狭
一
一
・
四
間
（
約
二
〇
・
一

ｍ
）、
平
均
値
一
四
・
〇
六
間
（
約
二

五
・
六
ｍ
）」「
日
本
橋
川
と
京
橋
川
と

の
間
の
連
絡
路
で
海
に
も
近
く
、
物
資

の
集
散
に
適
し
て
い
た
。
材
木
町
の
起

こ
り
も
こ
の
関
係
に
よ
る
と
思
わ
れ

る
」
と
あ
り
、
当
時
も
「
湊
」
と
し
て

の
役
割
を
充
分
に
果
た
し
て
い
る
こ
と

が
伺
え
ま
す
。

◇
震
災
復
興
事
業
と
楓
川

　

大
正
十
二
（
一
九
二
三
）
年
に
起
き

た
関
東
大
震
災
と
、
そ
の
後
の
復
興
事

業
の
「
運
河
・
新
設
・
埋
立
て
」
に
つ

い
て
の
概
略
は
『
郷
土
室
だ
よ
り
』
第

一
五
六
号
を
参
照
し
て
下
さ
い
。

　

震
災
復
興
事
業
で
実
施
さ
れ
た
運
河

の
改
修
の
結
果
、
楓
川
は
「
同
時
航
行

船
数
二
（
以
下
略
）」「
日
本
橋
区
本
材

木
河
岸
地
先
日
本
橋
川
よ
り
京
橋
区
本

材
木
町
三
丁
目
地
先
桜
川
に
至
る
。
延

長
一
二
二
〇
ｍ
、
幅
員
三
三
ｍ
、
深
度

一
・
八
ｍ
」
と
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
楓
川
と
築
地
川
と
を
結
ぶ
た
め

に
新
た
に
開
削
さ
れ
た
築
地
川
楓
川
連

絡
運
河
は
、「
京
橋
区
金
六
町
地
先
桜
川

よ
り
同
区
木
挽
町
一
丁
目
地
先
築
地
川

に
至
る
。
延
長
二
九
〇
ｍ
、
幅
員
三
三

ｍ
、
深
度
一
・
八
ｍ
」
の
水
路
で
す
。

こ
の
水
路
の
開
削
は
、
震
災
後
に
建
設

さ
れ
た
築
地
の
中
央
市
場
や
汐
留
駅
等

と
の
物
流
を
考
慮
し
た
も
の
で
、
日
本

橋
方
面
と
の
物
資
の
輸
送
＝
舟
運
の
利

便
性
が
大
き
く
高
ま
り
ま
し
た
。

※�

楓
川
な
ど
十
一
河
川
の
改
修
（
幅
員

の
拡
幅
や
川
底
の
浚
し
ゅ
ん

渫せ
つ

）
に
よ
っ
て

生
じ
た
大
量
の
揚
土
は
、
江
東
方
面

の
地
盤
の
低
い
地
区
の
埋
立
て
（
幹

線
道
路
・
補
助
線
街
路
・
区
画
整
理

街
路
・
公
園
な
ど
の
盛
土
）
や
浅
草

区
・
麹
町
区
内
の
河
川
・
濠
の
埋
立

て
な
ど
に
用
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

◇
水
路
が
高
速
道
路
に

　

昭
和
三
一
（
一
九
五
六
）
年
三
月
、

道
路
整
備
特
別
措
置
法
が
施
行
さ
れ
て

日
本
道
路
公
団
が
発
足
。
同
三
四
年
六

月
に
は
首
都
高
速
道
路
公
団
も
創
設
さ

れ
て
、
昭
和
三
九
年
の
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク

開
催
に
合
わ
せ
た
高
速
道
路
の
建
設
が
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一
気
に
進
め
ら
れ
ま
す
。

　
『
郷
土
室
だ
よ
り
』第
１
５
７
号
で
説

明
し
た
通
り
、
楓
川
と
築
地
川
は
昭
和

三
五
（
一
九
六
〇
）
年
五
月
に
埋
立
免

許
が
お
り
、
楓
川
と
築
地
川
の
一
部
が

高
速
道
路
に
転
用
さ
れ
ま
し
た
。
工
事

は
、
干
拓
さ
れ
て
川
底
に
道
路
が
建
設

さ
れ
る
堀
割
方
式
（
日
本
橋
川
は
水
面

の
上
を
覆
う
高
架
式
）
を
採
用
。

　

現
在
あ
る
「
橋
」
は
、
兜
橋
、
海
運

橋
、
千
代
田
橋
、
新
場
橋
、
久
安
橋
、

宝
橋
、
松
幡
橋
、
弾
正
橋
の
八
つ
。
こ

れ
ら
の
橋
を
そ
の
ま
ま
に
し
て
楓
川
を

埋
め
立
て
て
、
そ
の
上
空
（
下
）
に
高

速
道
路
が
建
設
さ
れ
ま
し
た
。
高
速
道

路
建
設
は
、
既
存
の
橋
を
撤
去
す
る
時

間
も
惜
し
み
、
突
貫
工
事
と
し
て
行
わ

れ
た
の
で
し
ょ
う
。

　

そ
し
て
同
三
七
年
十
二
月
、
首
都
高

速
一
号
線
の
汐
留
～
日
本
橋
本
町
間
が

供
用
を
開
始
し
ま
し
た
。
同
三
八
年
六

月
に
は
、
江
戸
橋
イ
ン
タ
ー
近
く
の
高

速
道
路
下
（
四
階
地
下
駐
車
場
）
に
、

一
千
台
収
容
の
兜
町
駐
車
場
も
完
成
し

て
い
ま
す
。

◇
楓
川
に
架
か
る
橋

　

つ
ぎ
に
、
楓
川
に
架
か
る
橋
を
北
側

か
ら
、簡
単
に
見
て
み
ま
す
。
○
は『
府

志
料
』、●
は『
新
修
日
本
橋
区
史
』『
中

央
区
史
』
な
ど
を
参
照
し
ま
し
た
。

●�

兜
橋　

明
治
十
八
（
一
八
八
五
）
年

三
月
の
創
架
で
、
江
戸
橋
一
丁
目
と

兜
町
一
丁
目
の
間
に
架
か
り
ま
す
。

橋
名
の
由
来
は
、
町
名
と
同
様
に
兜

神
社
境
内
に
あ
る
兜
塚
に
よ
り
ま

す
。

　

�　

関
東
大
震
災
（
以
下
、『
震
災
』）

復
興
事
業
で
架
替
え
と
な
り
、
橋
長

三
二
・
四
ｍ
・
幅
員
一
一
ｍ
、
大
正

十
五
年
二
月
に
竣
工
し
ま
し
た
。
橋

は
楓
川
の
埋
立
て
・
高
速
道
路
の
建

設
で
撤
去
さ
れ
ま
し
た
。

●�

千
代
田
橋　

明
治
四
三（
一
九
一
〇
）

年
三
月
に
市
区
改
正
事
業
で
創
架
さ

れ
、
本
材
木
町
一
丁
目
と
坂
本
町
の

間
に
架
か
り
ま
す
。
長
さ
は
一
一
間

（
約
二
〇
ｍ
）、
幅
一
〇
・
三
間
（
約

一
九
ｍ
）。

　

�　

そ
の
後
、
震
災
復
興
事
業
の
永
代

通
り
の
拡
幅
に
伴
い
架
替
え
と
な
り

橋
長
三
二
・
三
ｍ
・
幅
員
三
三
ｍ
、

大
正
十
五
（
一
九
二
五
）
年
三
月
に

竣
工
し
ま
し
た
。
橋
は
楓
川
の
埋
立

て
・
高
速
道
路
の
建
設
で
橋
台
が
半

分
ほ
ど
残
り
、
石
造
の
親
柱
な
ど
は

竣
工
当
時
の
姿
で
残
さ
れ
て
い
ま

す
。

○�

海
運
橋（
海
賊
橋
）　

本
材
町
一
丁
目

よ
り
兜
町
に
架
か
り
ま
す
。
長
さ
一

三
間
（
約
二
三
・
七
ｍ
）・
幅
二
間
五

尺
（
約
五
・
一
ｍ
）。
昔
、
こ
の
場
所

に
海
賊
奉
行
向
井
将
監
の
屋
敷
が
あ

っ
た
こ
と
か
ら
海
賊
橋
と
呼
ば
れ
て

い
ま
し
た
。

　

※�

『
寛
永
江
戸
図
』に「
た
か
橋
」と

あ
る
こ
と
か
ら
、
創
架
は
寛
永
期

か
そ
れ
以
前
と
考
え
ら
れ
て
い
ま

す
。『
御
府
内
沿
革
図
書
』
に
は

「
海
賊
橋
」
と
見
え
、『
江
戸
砂
子
』

に
は
「
海
賊
橋
、
ま
た
将
監
橋
、

ま
た
石
橋
と
も
云
う（
略
）。
も
と

は
石
橋
な
り
し
と
ぞ
」
と
あ
り
ま

す
。
橋
名
は
明
治
元（
一
八
六
八
）

年
十
月
に
海
運
橋
に
改
称
。
橋
の

東
に
は
、
幕
府
の
船
手
頭
（
海
軍

長
官
）
の
向
井
将
監
の
屋
敷
を
始

め
水
軍
関
係
の
役
職
者
の
屋
敷
が

立
ち
並
ん
で
い
た
こ
と
は
、
先
に

述
べ
た
通
り
で
す
。

　
　

�　

明
治
十
五
（
一
八
八
二
）
年
の

『
橋
梁
一
覧
表
』
に
は
、
兜
町
よ
り

本
材
木
町
へ
渡
る
。
石
橋
造
で
長

さ
八
間
（
約
一
四
・
五
ｍ
）・
幅
六

間
（
約
一
一
ｍ
）、
明
治
八
（
一
八

七
五
）
年
九
月
の
架
設
と
あ
り
ま

す
。

　

�　

そ
の
後
、
震
災
復
興
事
業
の
楓
川

改
修
に
伴
い
架
替
え
と
な
り
、
橋
長

三
五
・
二
ｍ
・
幅
員
一
一
ｍ
、
昭
和

二
（
一
九
二
七
）
年
六
月
に
竣
工
し

ま
し
た
。
橋
は
楓
川
の
埋
立
て
と
高

速
道
路
の
建
設
で
撤
去
さ
れ
、現
在
、

橋
名
が
刻
ま
れ
た
親
柱
二
基
が
残
り

ま
す
。

○�

新
場
橋　

本
材
木
町
二
丁
目
よ
り
坂

本
町
へ
架
か
り
ま
す
。
長
さ
一
三
間

二
尺
（
約
二
四
ｍ
）・
幅
二
間
一
尺

（
約
四
ｍ
）、
橋
名
は
こ
の
あ
た
り
を

俚り

俗ぞ
く

新し
ん

場ば

と
呼
ば
れ
た
こ
と
に
よ
り

ま
す
。新
場
と
は
新
肴
場
の
略
語
で
、

延
宝
二
（
一
六
七
四
）
年
に
魚
市
場

が
で
き
、
本
小
田
原
町
の
魚
市
場
よ

り
後
に
起
立
し
た
こ
と
か
ら
新
場
と

呼
ば
れ
ま
し
た
。

　

※�

『
新
修
日
本
橋
区
史
』に
は「
創
架

の
年
代
は
明
ら
か
に
し
得
な
い

が
、『
寛
文
江
戸
図
』
に
は
無
名
の

一
橋
を
記
す
故
、
万
治
（
一
六
五

八
～
六
一
年
）・
寛
文
（
一
六
六
一

～
一
六
七
三
年
）
の
間
に
架
せ
ら

れ
た
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
」
と

あ
り
ま
す
。�

（
以
下
次
号
）

�

（
菅
原
健
二
）


